
堺
工
場
の
取
り
組
み

堺
工
場
で
は
、加
賀
屋
工
場
に
続

き
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム（
一
つ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
複
数

の
有
効
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
生
さ

せ
る
シ
ス
テ
ム：

熱
電
併
給
）を
新

た
に
導
入
し
ま
し
た
。ま
た
熱
風
キ

ュ
ポ
ラ
に
よ
る
溶
解
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、そ
の
熱
風
発
生
装
置
で
あ
る

空
気
予
熱
器
を
更
新
し
ま
し
た
。こ

の
更
新
に
よ
り
燃
焼
効
率
が
高
ま

り
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
大
き
く
寄
与

し
ま
す
。
コ
ー
ク
ス
使
用
量
が
約

5.4
％
削
減
し
、電
力
量
も
各
付
帯
設

備
で
異
な
り
ま
す
が
そ
れ
ぞ
れ
約

10
〜
20
％
削
減
し
て
い
ま
す
。
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2005年クリモト、
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設備改善による省電力などを通して、
当社はCO2排出量削減を目指しています。
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※ 1990年はCO2削減に向け、批准各国が削減量を定めた京都議定書の基準年です。 
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■CO2排出量の推移

■CO2排出源と割合 ■工場別排出量割合

大
阪
臨
海
工
場
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

大
阪
臨
海
工
場
で
は
工
場
の

天
井
と
壁
面
に
大
き
な
明
か
り

取
り
を
設
け
て
、照
明
点
灯
時
間

を
短
縮
し
ま
し
た
。ま
た
工
場
内

の
照
明
を
照
度
に
合
わ
せ
て
自

動
的
に
オ
ン
、オ
フ
に
す
る
制
御

装
置
を
設
置
し
た
こ
と
に
よ
り
約

20
％
の
電
力
消
費
削
減
が
実
現

し
ま
し
た
。

大阪臨海工場壁面の明かり取り

新型空気予熱器。省エネだけでなく生産性も向
上した。

日
経
環
境
経
営
度
調
査

で
２
０
２
位
に

２
０
０
４
年
12
月
、日
本
経
済

新
聞
社
が
実
施
し
た
第
８
回「
日

経
環
境
経
営
度
調
査
」に
お
い
て
、

製
造
業
部
門
の
２
０
２
位
に
な
り

ま
し
た
。

熱風をキュポラ炉内に輸送する熱風ダクト。
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■「日経環境経営度調査」製造業部門
におけるクリモトの順位

加
賀
屋
工
場
で
は
、

設
備
改
善
に
よ
る
環
境

負
荷
の
低
減
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
今
年
の

８
月
に
は
溶
解
工
程
設

備
の
キ
ュ
ポ
ラ
を
更
新

し
ま
し
た
。

溶
解
能
力
は
時
間
当
た
り
20
ト
ン
で
以
前
の
キ
ュ
ポ
ラ
に
比
べ

て
小
さ
く
な
り
ま
し
た
が
、
燃
料
で
あ
る
コ
ー
ク
ス
の
使
用
量
は

大
幅
に
低
減
さ
れ
る
高
効
率
の
設
備
で
あ
り
、
省
エ
ネ
、
C
O
２
削

減
に
大
き
く
貢
献
し
ま
す
。

生
産
量
換
算
で
の
C
O
２
削
減
量
は
、年
間
約
２
、３
５
１
ト
ン
に

な
り
、約
11
％
の
削
減
率
を
実
現
し
ま
す
。地
球
環
境
に
優
し
い
設

備
の
採
用
が
評
価
さ
れ
、環
境
省
よ
り
平
成
17
年
度
二
酸
化
炭
素
排

出
抑
制
対
策
事
業
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
自
主
参
加
型
国
内
排
出
量
取
引
制
度
に
関
し
当
該
検
証

機
関
に
よ
り
検
証
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
こ
の
検
証
の
中
で
温
室

効
果
ガ
ス
の
算
定
や
検
証
に
つ
い
て
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
ら
が
今
後
、
温
暖
化
対
策
を
講
じ
て
い
く
た
め
の
基
礎

に
な
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

加賀屋工場の取り組み

加賀屋工場鉄管製造部
管理課
岡村敏正キュポラ（溶銑炉）

環
境
負
荷
の
少
な
い
設
備
で
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削
減

地
球
温
暖
化
対
策

当
社
は
加
賀
屋
工
場
と
堺
工
場
に
キ
ュ
ポ
ラ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。キ
ュ
ポ
ラ
と
は
溶
銑
炉
の

事
で
製
鉄
に
使
う
溶
鉱
炉
と
違
い
、既
に
鉄
と
な
っ
て
い
る
銑
鉄
や
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
原
料
と
し
て
こ

れ
を
コ
ー
ク
ス
や
熱
や
電
気
の
作
用
で
溶
か
す
炉
の
事
で
す
。ス
ク
ラ
ッ
プ
を
原
料
と
す
る
の
で
リ

サ
イ
ク
ル
に
は
よ
い
で
す
が
C
O
２
を
大
量
に
排
出
し
ま
す
。

そ
こ
で
C
O
２
削
減
に
取
り
組
む
温
暖
化
対
策
と
し
て
、コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
導
入
推
進
や

コ
ー
ク
ス
の
使
用
量
削
減
な
ど
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
当
社
の
C
O
２
総
排
出
量
の
94
・
９
％

を
占
め
て
い
た
加
賀
屋
工
場
と
堺
工
場
で
は
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
設
備
へ
の
切
り
替
え
等
で
、

C
O
２
削
減
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

コージェネレーションシステムコージェネレーションシステム関東物流センター

パイプ内にひとまわり小さいパイプを挿入し、運送するネスティ
ングを実施。

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
推
進

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
と
は
、ト
ラ
ッ
ク

に
よ
る
幹
線
貨
物
輸
送
を
、「
地
球

に
優
し
く
、大
量
輸
送
が
可
能
な
海

運
ま
た
は
鉄
道
に
転
換
」す
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。大
量
輸
送
に
よ
っ
て
石

油
資
源
消
費
量
の
削
減
や
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
、C
O
２
排
出
量
の
削
減
と

い
っ
た
効
果
が
あ
り
ま
す
。当
社
で

は
関
東
物
流
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に

物
流
計
画
の
改
善
を
進
め
、モ
ー
ダ

ル
シ
フ
ト
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。
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